



















































































石川睦男 ･千石一雄 (旭川医大 ･産婦人科)
近代的受胎調節法の中で､桐付加 IUDによる
避妊は､1)全身的影響が少ない､2)避妊効果
が高い､3)可逆性を有し､IUDの抜去により
直ちに妊娠可能となる､4)長期的避妊効果があ
る､などの利点を有し､ヒトのみならず昨今では
サル薫別こも応用されている.ChangとTatum
(1970)はラットのブラストシストを集め､他の
偽妊娠マウス子宮内に移したところ､着床し正常
に光背したが､子宮内に鋼線を挿入されたマウス
の子宮腔内に移しても着床発育がおこらなかった
ことから､銅の避妊効果は受精卵への直接作用で
はなく､内膜に対する作用によると報告している｡
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